
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 409 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学ⅠA演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等 アベレージ「数学Ⅰ+A」 （啓林館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

問題演習を中心に行い、小テストや演習問題を定期的に課すことにより、到達度を確認する。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と軽量、二次関数、データの分析、場合の数と確率、整数の性質及び図形の性質につ

いて理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式，図形と計量，二次

関数及びデータの分析、図

形の性質，場合の数と確率

についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解

するとともに、事象を数学

化したり，数学的に解釈し

たり，数学的に表現・処理

したりする技能を身に付け

るようにする。 

命題の条件や結論に着目し，

数や式を多面的にみたり目的

に応じて適切に変形したりす

る力，図形の構成要素間の関

係に着目し，図形の性質や計

量について論理的に考察し表

現する力，関数関係に着目し，

事象を的確に表現してその特

徴を表，式，グラフを相互に

関連付けて考察する力，社会

の事象などから設定した問題

について，データの散らばり

や変量間の関係などに着目

し，適切な手法を選択して分

析を行い，問題を解決したり，

解決の過程や結果を批判的に

考察し判断したりする力を養

う。 

数学のよさを認識し数学を活 

用しようとする態度，粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度，問題

解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善した

りしようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 数

と

式 

第１章 整式 
1 整式とその加減 
2 整式の乗法① 
3 整式の乗法② 

4 因数分解① 

5 因数分解② 

6 因数分解③ 

8 実数 

9 平方根① 

10 平方根② 

11 平方根③ 

12 一次不等式① 

13 一次不等式② 

14 一次不等式③ 

a:・整式の加法・減法を理解し，

計算できる。指数法則や乗法公式

の意味を理解し，展開ができる。

因数分解の公式を理解し，計算で

きる。数を実数まで拡張すること

の意義を理解している。分数が有

限小数や循環小数で表される仕

組みを理解している。絶対値の意

味を理解している。根号を含む式

の計算や有理化ができる。不等式

の解の意味や不等式の性質を理

解している。不等式の性質を利用

して，不等式の解を求めることが

できる。 

b:既に学習した計算の方法と関

連付けることができる。また、整

式を 1 つの文字に着目して整理

したり，1つの文字に置き換えた

りするなどして，いろいろな式の

見方をすることができる。数を拡

張してきた過程やその意義，数の

四則演算の可能性について考察

することができる。不等式の性質

を基にして，1次不等式の解き方

を考察することができる。 

c:整式の加法・減法，乗法公式や

因数分解などに関心を持ち，目的

に応じて式の変形をしようとす

る。数の体系を実数まで拡張する

意義に気付くとともに，数を拡張

していく過程に関心を持ち，考察

しようとする。数量の関係を不等

式で表すことのよさをとらえよ

うとする。日常の事象や社会の事

象に関連した課題の解決に，不等

式を活用しようとする。 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

  

  

 

定期テス

ト 

ワークシ

ート 

レポート 

ワ ー ク シ

ート 

観察 

レポート 
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集
合
と
命
題 

第２章 集合と命題 

15 集合① 

16 集合② 

17 命題と集合① 

18 命題と集合② 

19 論証 

a: ・集合の表し方や関係を表す

記号の意味を理解している。 

・集合を図や記号を用いて表現

し，その関係を把握することがで

きる。 

・ド・モルガンの法則を理解し，

利用できる。 

・条件の否定をいうことができ

る。 

・条件「pかつ q」，「pまたは q」，

「pでない」を集合との関連で理

解し，基礎的な知識を身に付けて

いる。 

・必要条件，十分条件，逆，対偶

など数学的な推論に必要な言葉

を理解し，そのための知識を身に

付けている。 

・必要条件，十分条件，逆，対偶

など数学的な論理に必要な言葉

を適切に使って表現することが

できる。 

・対偶や背理法を用いて命題を証

明することができる。 

b: ・集合の関係を図を用いて考

察することができる。 

・命題 p⇒q が真であることが，

条件を満たす集合の包含関係と

対応しているととらえることが

できる。 

・命題におけるいろいろな事柄を

集合の関係を用いて表現し考察

することができる。 

・「かつ」，「または」，「でな

い」など数学で用いられる論理の

言葉が集合の「∪」，「∩」，「￣」

との対応で考察することができ

る。 

c: ・集合の関係からド・モルガ

ンの法則に気付き，この法則を問

題解決に活用しようとする。 

・背理法の考え方に興味を持ち，

これを証明に活用しようとする。 

 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

  

  

 

定期テス

ト 

ワークシ

ート 

レポート 

ワ ー ク シ

ート 

観察 

レポート 
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２ ２
次
関
数 

第３章 ２次関数 

20 関数 

21 ２次関数のグラフ① 

22 ２次関数のグラフ② 

23 ２次関数のグラフ③ 

24 ２次関数の決定 

25 ２次関数の最大・最小 

26 最大・最小の利用 

27 ２次方程式① 

28 ２次方程式② 

29 ２次関数のグラフと x 軸と

の共有点 

30 ２次関数とその解① 

31 ２次関数とその解② 

a:・2 次方程式とその解の意味を

理解している。因数分解や解の公

式を用いて 2 次方程式を解くこ

とができる。2次方程式の実数解

の個数と判別式 D の符号の関係

について理解している。2次関数

のグラフとｘ軸との共有点につ

いて，そのｘ座標を求めることが

できる。2次関数のグラフとｘ軸

との共有点の個数は，判別式 Dの

符号によって分類されることを

理解し，共有点の個数を求めるこ

とができる。いろいろな場合につ

いて，2次不等式の解を求めるこ

とができる。 

b:2 次方程式の実数解の個数を 2

次方程式の解の公式を導き出す

過程から考察することができる。

2次不等式の解と 2次関数のグラ

フとの関係を理解し，2次不等式

の解を 2 次関数のグラフを用い

て考察することができる。 

c:因数分解を用いて 2 次方程式

の解を求めることのよさをとら

えようとする。解の公式に関心を

持ち，2次方程式の実数解や，実

数解の個数を調べることに活用

しようとする具体的な事象の考

察に 2 次不等式を活用しようと

する。 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

ワークシ

ート 

レポート 

ワ ー ク シ

ート 

観察 

レポート 
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図
形
と
計
量
、
デ
ー
タ
の
分
析 

第４章 図形と計量 

32 三角比の値① 

33 三角比の値② 

34 三角比の相互関係 

35 鈍角の三角比 

36 三角比の相互関係① 

37 三角比の相互関係② 

38 正弦定理 

39 余弦定理 

40 図形の計量 

第５章 データの分析 

41 度数分布表とヒストグラム 

42 ５数要約と箱ひげ図 

43 分散と標準偏差 

44 データの相関、相関係数 

45 統計的探究プロセス 

a: 正弦定理・余弦定理を三角形

の決定条件と関連づけて理解し，

基礎的な知識を身に付けている。

三角形の決定条件が与えられた

とき，三角形の残りの要素を，正

弦定理や余弦定理を用いて求め

ることができる。データを表やグ

ラフに整理することができる。代

表値としての平均値，中央値，最

頻値を理解し，求めることができ

る。四分位数，四分位範囲，分散，

および標準偏差などの用語の意

味を理解し，それぞれ求めること

ができる。箱ひげ図を用いてデー

タの散らばりを表すことができ

る 

b: 正弦定理・余弦定理を導く過

程を考察することができる。三角

形の面積を，三角比を用いて表す

過程を考察することができる。整

理した表，図，値などの意味を理

解し，そのデータの特性や法則性

を的確にとらえることができる。 

c: 正弦定理・余弦定理が図形の

計量の考察に有用であることに

気付き，活用しようとする。三角

比を用いて三角形の面積を求め

ることができることに気付き，活

用しようとする。観察 レポート

や調査・実験を通して得られた，

自然・環境・経済などの様々なデ

ータから散らばり具合を整理し

て全体の傾向をつかもうとする。 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

  

  

 

定期テス

ト 

ワークシ

ート 

レポート 

ワ ー ク シ

ート 

観察 

レポート 
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３ 場
合
の
数
と
確
率
、
図
形
の
計
量 

第６章 場合の数と確率 

46 集合の要素と個数 

47 場合の数 

48 順列① 

49 順列② 

50 組合せ① 

51 組合せ② 

52 いろいろな順列 

53 事象と確率① 

54 事象と確率② 

55 確率の基本性質① 

56 確率の基本性質② 

57 期待値 

58 独立な試行 

59 反復試行 

60 条件付き確率 

第７章 図形の性質 

61 直線と角 

62 三角形の重心・外心・内

心・垂心① 

63 三角形の重心・外心・内

心・垂心② 

64 チェバの定理とメネラウス

の定理 

65 円周角① 

66 円周角② 

67 円と直線 

68 ２つの円の位置関係 

69 作図 

70 平面と直線 

71 多面体 

a:確率の意味や，場合の数を求め

ることで確率を計算する方法を

理解し，具体的な事象の確率を求

めるための基礎的な知識を身に

つけている。確率の基本性質を理

解し，それを使って，積事象や和

事象，余事象の確率を求めること

ができる。期待値の意味を理解

し，いろいろな事象の期待値を求

めることができる。独立な試行と

反復試行について理解し，公式を

用いて求めることができる。具体

的な試行において独立な試行で

あることを見抜き，その事象の確

率を求めることができる。確率の

乗法定理を用いて確率を求める

具体的な問題を解決することが

できる。 

b:試行の結果として起こる事柄

を事象として考え，事象を集合と

結びつけて考察することができ

る。期待値を用いて，損得を考察

することができる。反復試行の確

率の公式を導く過程を考察する

ことができる。条件付き確率は，

場合の数の数え上げに帰着して

考えられることに気づく。三角形

の特別な点の幾何学的な意味を

考察することができる。 

・メネラウスの定理・チェバの定

理を導く過程を考察することが

できる 

c:根元事象の個数の割合を考え

ることによって確率が定義され

ることに気づき，これを使って確

率を求めようとする。確率の基本

的な性質があることに気づき，こ

れらを利用して確率を求めよう

とする。期待値を意思決定に活用

しようとする。独立な試行や反復

試行を，具体的な例から考えよう

とし、条件付き確率を求めようと

する。三角形において，特別な線

分を考えると，3つの線分が 1点

で交わることの不思議さに気づ

き，その意味を調べようとする。 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

ワークシ

ート 

レポート 

ワ ー ク シ

ート 

観察 

レポート 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


